
第４学年 算数科学習指導案 

日 時：６月２５日（金）第５校時 

場 所：      生活科室  

どんどんコース １９名 

                                                        授業者：   

１． 単元名 垂直、平行と四角形 

 

２． 教材観 

 本単元は、学習指導要領第 4 学年の内容【B 図形】「図形を構成する要素とその関係、図形間の関係に着目し

て、図形の性質、図形の構成の仕方、図形の計量について考察すること。図形の学習を通して、筋道を立てた考察の

仕方を知り、筋道を立てて説明すること。」に該当するものである。 

 児童はこれまでに、四角形（正方形と長方形の意味・性質）、三角形（直角三角形、二等辺三角形、正三角形の意

味・性質）、角（直角や形としての角の意味と大小関係、角のはかり方）について学習してきている。その際には、

基本的な平面図形をとらえる観点として「辺や頂点の数」「辺の長さ」「角の大きさ」に着目してきた。本単元で

は、直線の位置関係に着目する。「平行」「垂直」といった直線同士の位置関係から図形を特徴付け、「平行四辺

形」、「ひし形」、「台形」について学習する。「平行四辺形」については、「対辺の長さや対角の大きさがそれぞ

れ等しい」という性質を、ひし形については、「対辺がそれぞれ平行である、対角の大きさがそれぞれ等しい、対角

線が垂直に交わり互いに他を二等分する」という性質を学習する。 

 四角形は、身の回りに多く見出すことができ、児童にとってなじみ深い形である。本単元では、図形を構成する要

素及びそれらの「垂直」、「平行」という位置関係に着目し、構成の仕方を考察し図形の性質を見いだすとともに、

その性質を基に既習の図形をとらえなおすことをねらいとしている。 

 

３． 児童観 

 単元に入る前に実施したレディネステストでは、正方形、長方形、二等辺三角形、直角三角形を１９人中１７人の

児童が見分けることができていた。図形に関する基礎的な知識・技能は概ね身に付いている。しかし、「どうして二等

辺三角形なのか」「どうして正方形なのか」という問いに対して、長さや角度に着目して説明することができなかった

児童が１９人中７人いた。また、普段の授業でも根拠をもとに説明することに難しさを感じている児童もいる。 

 これらの実態から、ペアやグループ交流の時間を多く設けることで、辺のならび方などを根拠に台形や平行四辺形

であることを説明できるようにする。また、振り返りの場面で神経衰弱を行うことで、ゲーム感覚で、それぞれの四角

形の特徴について話し合えるようにする。 

  

４． 研究内容に関わって 

学ぶ楽しさを実感できる算数・数学教育～数学的な見方・考え方を身に付ける指導～ 

 

研究内容① 単位時間の組み立てと学習活動の焦点化 

 本時は導入の際に、垂直や平行の復習を行う。また、正三角形、二等辺三角形、三角形に仲間分けした時には、辺 

の長さに注目したことを確認する。その後に、本時の問題であるいくつかの四角形を提示し、第３学年での学習との 

違いを意識して、本時の課題を設定する。さらに、三角形では辺の長さに注目して仲間分けしたこと、今までに平行 

などを学習してきたことで本時の見通しをもたせる。 

 また、見た目で平行であると考える児童がいることが予想される。そこで、平行であることを確認するために三 

角定規を使っている児童を価値づけ、根拠をもとに話せるようにする。 

 



研究内容② 仲間と共に学び合う交流活動の在り方 

 本時のグループ活動では、「考えたくさん」を、ペア活動では、「考えかんぺき」を目的として行う。グループ活 

動では、平行で考える良さや、辺の長さで考える良さなどについて話し合い、ペア活動では、平行であることを根拠 

に台形、平行四辺形、四角形であることを話し合えているペアを価値づける。それぞれの目的を明確化することによ 

り、仲間と考える楽しさを実感できるようにする。 

 

５． 人権教育の視点 

 児童は、前時までに「『平行』『垂直』の直線同士の位置関係」を学習している。しかし、四角形の辺について調 

べるとき、学習した方法で確かめず、見た目だけで「たぶん平行だろう、たぶん平行四辺形だろう」と考えてしまう 

ことが予想される。そこで、平行を確かめるときは点と点の関係を使って確認することなどを指導していく。このよ 

うに、既習内容をもとに、根拠を明らかにして図形を分類したり、説明したりすることの大切さに気付かせることが、 

身近な生活の中にある不合理なことや差別事象を、根拠をもって捉えたり見抜いたりすることができる力を身に付け 

ることにつながる。（認識力） 

 

６．単元について 

（１）単元の目標 

【知識・技能】 

・垂直、平行の関係にある直線や台形、平行四辺形、ひし形を描くことができ、意味や性質を理解できる。 

【思考・判断・表現】 

・辺や角などの構成要素や垂直、平行などの位置関係に着目し、台形、平行四辺形、ひし形の特徴を考えることができ

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・身の回りから垂直、平行の関係にある直線や台形、平行四辺形、ひし形の形を進んで見出したり調べたりする。 

７．単元指導計画 （１５時間扱い 本時 ７／１５） 

時 ねらい 主な学習活動 ◆指導・援助◇評価規準 

１ 

 ２本の直線
の交わり方を

調べる活動を
通して、２本
の直線が交わ

ってできる角
が直角の時、
２本の直線は

垂直であるこ
とを理解する
【知識・技

能】 

１． 前時までの復習をする。 

・直角の確認をする。 

２．問題を把握して、課題をたてる。 

次の①～⑥について、２本の直線の交わり方を調べましょう。 

・斜めに交わっているところや、十字に交わっているところがあるね。 

直線の交わり方を調べよう。 

３． 解決の見通しをもつ。 

・三角定規や分度器を使って、角度を調べてみよう。 

４． 個人追求をする。 

５． 全体交流をする。 

・①、④、⑤は直角に交わっている。②、③、⑥は直角に交わっていない。 

６． 本時のまとめをする。 

２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

７．練習問題を解く。 

８．本時の振り返りをする。 

◆９０°に交わっている

角度を直角であること

を確認する。 

◆三角定規や分度器を使

って、交わり方を調べ

ている児童を価値づけ

る。 

◆直線が交わっていなく

ても、直線を伸ばすと、

交わって直角ができる

ときも、２本の直線は

垂直であることを確認

する。 

◇「垂直」の用語とそ

の意味を理解し、２本

の直線は垂直である

かを見分けることが

できる。【知識・技能】 
 



２ 

ある直線な

垂直な直線を
ひいたり、あ
る点を通っ

て、ある直線
に垂直な直線
をひいたりす

る活動を通し
て、２枚の三
角定規を使っ

て、垂直な直
線をひくこと
ができる。【知

識・技能】 

１． 前時までの復習をする。 

・２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

２． 問題を把握して、課題をたてる。 

直線あに垂直な直線をひきましょう。 

・垂直な直線をひくには、三角定規か分度器が必要だね。 

２まいの三角じょうぎを使って、垂直な直線をひこう。 

３． 全体交流をする。 

４． 個人追求をする。 

５． 本時のまとめをする。 

三角じょうぎの直角になっているところを使うと、垂直な直
線がひける。 

６． 練習問題を解く。 

７． 本時の振り返りをする。 

◆三角定規の一つの角が

直角であることを確認

する。 

◆プリントを回転させる

ことで、正面から垂直

な直線をひけるように

する。 

◆直角であるかを分度器

を使って確認している

児童を価値づける。 

◇三角定規を用いて、

垂直な直線をひくこ

とができる。【知識・

技能】 
 

３ 

２本の直線
のならびかた

を調べる活動
を通して、２
本の直線の並

び方を、他の
１本の直線と
の交わり方に

着目して考え
ている。【思
考・判断・表

現】 

 

 

 

１．前時までの復習をする。 

・２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

２． 問題を把握して、課題をたてる。 

直線あとい、直線かとき、直線さとし、直線たとちのならび方

を調べましょう。 

・垂直になっている直線となっていない直線があるね。 

２本の直線のならび方を調べよう。 

３． 個人追求をする。 

４． 全体交流をする。 

・⑦はいだけがうに垂直、⑧かときがくに垂直、⑨はさとしがすに垂直、⑩はちとつが垂直

です。 

５．問題を確認し、個人追求をする。 

平行な直線まとみの間に、垂直な直線を何本かひきましょう。 

６．本時のまとめをする。 

１本の直線に垂直な２本の直線は、平行である。 

２本の平行な直線のはばは、どこまでも等しい。 

７．練習問題を解く。 

８．本時の振り返りをする。 

◆三角定規や分度器を使

って、直角であるかど

うかを調べている児童

を価値づける。 

◆２本の直線がずれてい

ても、一方を延長して

調べれば、平行である

ことが分かることを、

実際にかいて理解させ

る。 

◆２本の平行な直線の幅

は、等しいことを実際

にものさしで測って確

かめている児童を価値

づける。 

◇２本の直線の並び

方を、他の１本の直線

との交わり方に着目

して考えている。【思

考・判断・表現】 
 

４ 

ある直線な
平行な直線を
ひいたり、あ

る点を通っ
て、ある直線
に平行な直線

をひいたりす
る活動を通し
て、２枚の三

角定規を使っ
て、平行な直
線をひくこと

ができる。【知
識・技能】 

１． 前時までの復習をする。 

・２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

・１本の直線に垂直な２本の直線は、平行である。２本の平行な直線のはばは、どこまでも

等しい。 

・垂直な線のひき方を確認する。 

２．問題を把握して、課題をたてる。 

直線あに平行な直線をひきましょう。 

・平行な直線をひくには、三角定規か分度器が必要だね。 

２まいの三角じょうぎを使って、平行な直線をひこう。 

３． 全体交流をする。 

４． 個人追求をする。 

５． 本時のまとめをする。 

三角じょうぎの直角になっているところを使うと、平行な直
線がひける。 

６． 練習問題を解く。 

７．本時の振り返りをする。 

◆三角定規の一つの角が

直角であることを確認

する。 

◆垂直の直線のひき方と

の違いを意識させる。 

◆プリントを回転させる

ことで、正面から垂直

な直線をひけるように

する。 

◆直角であるかを分度器

を使って確認している

児童を価値づける。 

◇三角定規を用いて、

垂直な直線をひくこ

とができる。【知識・

技能】 
 



５ 

平行な直線

と他の直線の
交わり方を調
べる活動を通

して、平行な
直線は他の直
線と等しい角

度で交わるこ
とを理解する
ことができ

る。【知識・技
能】 

１．前時までの復習をする。 

・２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

・１本の直線に垂直な２本の直線は、平行である。２本の平行な直線のはばは、どこまでも
等しい。 

２．問題を把握して、課題をたてる。 

平行な２本の直線あといに、１本の直線が交わっています。 

カ～ケの角度を調べましょう。 

・カとクの角度は同じにみえるね。 

平行な直線と他の直線の交わり方を調べよう。 

３． 個人追求をする。 

４． 全体交流をする。 

・カとク、コとサ、キとケはそれぞれ角度の大きさが等しいです。 

５．本時のまとめをする 

平行な直線は他の直線と等しい角度で交わります。 

６．練習問題を解く。 

７．問題を把握して、個人追求をする。 

右の図で、垂直な直線や平行な直線を見つけましょう。 

・三角定規や分度器を使って調べよう。 

８． 全体交流をする。 

・方眼紙を使うと、分度器や三角定規を使わなくてもいいね。 

９． 練習問題を解く。 

１０．本時の振り返りをする。 

◆平行の性質を確認す

る。 

◆いくつかの場合を調べ

て、きまりを見つける

ことの良さに気付かせ

る。 

◆練習問題では、必ず式

を残すようにする。 

◆方眼紙では、分度器や

三角定規を使わなくて

も、垂直や平行である

と見分けることができ

ることを確認する。 

◆紙を回転させること

で、正面を向いて問題

を解かせるようにす

る。 

◇平行な直線は他の

直線と等しい角度で

交わることを理解す

ることができる。【知

識・技能】 
 

６ 

三角定規や

分度器を使っ
て、いろいろ
な垂直や平行

になっている
ものを探す活
動を通して、

身の回りには
たくさんの垂
直や平行にな

っているもの
があることに
気付くことが

できる。【主体
的に学習に取
り組む態度】 

１．前時までの復習をする。 

・２本の直線が交わってできる角が直角のとき、２本の直線は垂直であるという。 

・１本の直線に垂直な２本の直線は、平行である。２本の平行な直線のはばは、どこまでも
等しい。 

２．問題を把握して、課題をたてる。 

身の回りにある垂直や平行になっているものをさがそう。 

３．ロッカーは垂直も平行もあるね。 

４．個人追究 

５．全体交流 

６．本時のまとめ 

身の回りにはたくさんの垂直や平行になっているものがある。 

７．問題を把握し、個人追求をする。 

・ブラジルの国旗には、緑と黄色の四角形があるね。 

点と点を結んで、いろいろな四角形をつくり、その特ちょうについて調べましょう。 

・跳び箱のような形がかけました。 

◆分度器や三角定規を使

って、垂直や平行を調

べている児童を価値付

ける。 

◆垂直や平行になってい

るものを写真でとり、

お互いに共有できるよ

うにする。 

◆ｐ９６，９７の写真を

見て、どのような四角

形があるのかを実際に

ペンで囲んでみる。 

◆内角が１８０°を越え

る角度がある形は多角

形でないことを確認す

る。 

◇身の回りにはたく

さんの垂直や平行に

なっているものがあ

ることに気付くこと

ができる。【主体的に

学習に取り組む態度】 
 

７ 

本時 

８ 

平行四辺形

の向かい合っ

た辺の長さ

や、向かい合

った角の大き

さを調べる活

動を通して、

平行四辺形の

対辺、対角の

大きさは等し

いことを理解

する。【知識・

技能】 

 

 

 

 

 

１．前時までの復習をする。 

・台形は、向かい合った１組の辺が平行な四角形である。 

・平行四辺形は向かい合った２組の辺が平行な四角形である。 

２．問題を把握する。 

次の図の２本の平行な直線に交わるように、２本の直線をか

き加えて、台形と平行四辺形をかこう。 

３．個人追究をする。 

・台形は、平行ではない直線をかき加えるといいね。 

・平行四辺形は、平行な直線をかき加えるといいね。 

・長方形は、垂直かつ平行な直線をかき加えるといいね。 

４．問題を把握して、本時の課題をたてる。 

平行四辺形の向かい合った辺の長さや、向かい合った角の大

きさを調べましょう。 

・平行四辺形は２組の辺の長さが同じだったね。 

平行四辺形の特ちょうを調べよう。 

５．個人追求をする。 

・コンパスや分度器を使って調べよう。 

６．全体交流をする。 

７．本時のまとめをする。 

平行四辺形の向かい合った辺の長さは等しくなっています。

また、向かい合った角の大きさは等しくなっています。 

８．練習問題を解く。 

９．振り返りをする。 

◆平行四辺形や台形の特

徴を復唱する。 

◆コンパスを使って辺の

長さを調べるよさにつ

いて考える。 

◆一つの平行四辺形だけ

ではなく、いくつかの

平行四辺形で調べ、き

まりを見つけさせる。 

◆演習問題を解く時に

は、分度器を使わずに

計算で求めさせるよう

にする。 

◆台形の特徴について自

主学習などで調べてく

るといいことを促す。 

◇平行四辺形の対

辺、対角の大きさ

は等しいことを理

解している。【知

識・理解】 
 



９ 

平行四辺形

の定義や性質

をもとに、平

行四辺形を作

図する活動を

通して、平行

四辺形を作図

することがで

きる。【知識・

技能】 

１．前時までの復習をする。 

２．問題を把握して、本時の課題をたてる。 

右のような平行四辺形をかきましょう。 

・今までとの違いは、平行四辺形をかくことです。 

平行四辺形のかき方を考えよう。 

３．全体交流をする。 

「向かい合った辺が平行になるように

かく」 

①長さが５ｃｍになる辺 BC   

 をかく。 

②点 Bを中心に 70°となる点 A′をう

つ。 

③点 Bと点 A′を通る、長さが４ｃｍ

となる辺 BAをかく。 

④点 Aを通り、辺 BCに平行な直線を

ひく。 

⑤点 Cを通り、辺 ABに平行な直線を

ひき、交わった点を Dとする。 

「向かい合った辺の長さが等しくなるように

かく。」 

①長さが５ｃｍになる辺 BC   

 をかく。 

②点 Bを中心に 70°となる点 A′をうつ。 

③点 Bと点 A′を通る、長さが４ｃｍとなる

辺 BAをかく。 

④コンパスを５ｃｍの幅にして、点 Cに針を

さし、円を描く。 

⑤コンパスを４ｃｍの幅にして、点 Aに針を

さし、円を描き、交わった点を Dとする。 

⑥辺 ADと辺 CDをつなぐ。 

４．個人追求をする。 

５．本時のまとめをする。 

平行四辺形のきまりを使うと、平行四辺形をかくことができる。 

６．練習問題を解く。 

７．振り返りをする。 

◆平行四辺形の定義や性

質を復唱する。 

◆あおいさんの作図方法

とゆうとさんの作図方

法の違いを確かめる。 

◆それぞれの作図では、

平行四辺形のどのよう

な特徴を生かした作図

であるかを話し合う。 

◆作図した平行四辺形は

向かい合っている辺は

平行であるか、向かい

合っている辺の長さは

等しいか、向かい合っ

ている角の大きさは等

しくなっているかを分

度器や三角定規を使っ

て確認させるようにす

る。 

◇平行四辺形の定

義や性質に基づい

て作図することが

できる。【知識・

技能】 
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ひし形の特

徴を調べた

り、描いたり

する活動を通

して、ひし形

の定義や性質

を理解するこ

とができる。

【知識・技能】 

 

１．前時までの復習をする。 

・平行四辺形は向かい合った２組の辺が平行な四角形である。 

・平行四辺形の向かい合った辺の長さは等しくなっています。 

・向かい合った角の大きさは等しくなっています。 

２．問題を把握し、本時の課題をたてる。 

右のような四角形について、特ちょうやかき方を考えましょう。 

・向かい合った２組の辺が平行だから平行四辺形です。 

・辺の長さが全て等しいです。 

ひし形について調べよう。 

３．全体交流をする。 

・コンパスの開き具合を同じにして 4つの辺をかきます。 

４．個人追求をする。 

・向かい合っている辺は平行です。 

・向かい合っている角の大きさは等しいです。 

５．本時のまとめをする。 

ひし形の向かい合った辺は平行になっている。 

ひし形の向かい合った角の大きさは等しくなっている。 

６．練習問題を解く。 

７．振り返りをする。 

◆ひし形の特徴を調べ、

平行四辺形との違いを

考える。 

◆ひし形のかきかたを考

えることで、ひし形の

辺の長さが全て等しい

ことを確かめる。 

◆作図したひし形は向か

い合っている辺は平行

であるか、全ての辺の

長さは等しいか、向か

い合っている角の大き

さは等しくなっている

かを分度器や三角定規

を使って確認させるよ

うにする。 

◇ひし形の定義や性

質を理解することが

できる。【知識・技能】 
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正方形の折

り紙を折り、

できた折る紙

のつき方につ

いて調べる活

動を通して、

四角形の「対

角線」の養護

とその意味、

ひし形の対角

線の性質を理

解している。

【知識・理解】 

 

 

 

１．前時までの復習をする。 

・ひし形は辺の長さが全部等しい四角形である。 

・ひし形の向かい合った辺は平行である。 

・ひし形の向かい合った角の大きさは等しくなっている。 

２．問題を把握し、本時の課題をたてる。 

次のように、正方形の折り紙を 2回折り、点線にそって切って開くと、四角形がで

きます。 できた四角形の折り目のつき方について調べましょう。 

・ひし形ができました。 

ひし形の折り目について調べよう。 

３．個人追求をする。 

４．全体交流をする。 

・垂直になっています。 

・辺の真ん中で交わっています。 

・となりあっていない２つの頂点を結んだ直線を、対角線という。 

５．本時のまとめをする。 

ひし形の 2本の対角線は垂直で、それぞれの真ん中の点で交わる。 

６．練習問題を解く。 

７．振り返りをする。 

◆折り紙を切る前に、ど

のような形になるかを

検討させる。 

◆三角定規やものさしを

使って、ひし形の対角

線について調べている

児童を価値付ける。 

◆ひし形の対角線の特徴

を調べた結果をもと

に、他の四角形はどの

ような特徴があるのか

を予想させる。 

◇ひし形の対角

線の性質を理解し

ている。【知識・理

解】 
 



12 

 いろいろな

四角形に対角

線をひき、そ

の長さや交わ

り方を調べる

活動を通し

て、それぞれ

の四角形の対

角線の性質を

見出すことが

できる。【思

考・判断・表

現】 

 

 

 

１．前時までの復習をする。 

・台形は向かい合った 1組の辺が平行な四角形である。 

・平行四辺形は向かい合った２組の辺が平行な四角形である。 

・ひし形は辺の長さが全て等しい四角形である。 

２．問題を把握し、本時の課題をたてる。 

いろいろな四角形に２本の対角線をひいて、その長さや交わり方を調べましょう。 

・ひし形は、２本の対角線は垂直で、それぞれの真ん中の点で交わる。 

いろいろな四角形の特ちょうを調べよう。 

３．個人追求をする。 

４．グループ交流をする。 

５．全体交流をする。 

・平行四辺形は、それぞれの真ん中で交わっている。 

・長方形は２本の長さが等しい。 

６．本時のまとめをする。 

それぞれの四角形によって、対角線の長さや交わり方はちがう。 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

◆ひし形の対角線の特徴

をもとに、共通点や違

うところを見つけられ

るようにする。 

◆表に記入することで、

それぞれの四角形の対

角線の特徴を理解させ

る。 

◆対角線だけを見て、四

角形の名称を考えられ

るように、フラッシュ

カードを使い、何度も

練習する。 

◇それぞれの四角

形の対角線の性質

を見出すことがで

きる。【思考・判断・

表現】 
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ひし形に１

本の対角線を

ひき、できた

三角形がどの

ような三角形

になるのかを

説明する活動

を通して、辺

の長さや垂直

に交わってい

ることを根拠

に、どのよう

な三角形がで

きるかを説明

することがで

きる。 

１．前時までの復習をする。 

・ひし形は辺の長さが全て等しい四角形である。 

２．問題を把握し、本時の課題をたてる。 

ひし形に１本の対角線をひいて、２つの三角形に分けましょう。 どのような三角

形ができますか。 

・ひし形はすべての辺の長さが等しいので、正三角形になると思います。 

どんな三角形ができるか説明しよう。 

３．個人追求をする。 

４．ペア交流をする。 

５．全体交流をする。 

・平行四辺形は、それぞれの真ん中で交わっている。 

・長方形は２本の長さが等しい。 

６．本時のまとめをする。 

それぞれの四角形によって、対角線の長さや交わり方はちがう。 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

◆できた三角形の特徴

を、分度器やものさし

を使って調べる。 

◆できた三角形のわけを

話す機会を何度も設け

ることで、根拠をもと

に話せるようにする。 

◆ひし形以外の四角形に

対角線をひき、どのよ

うな三角形ができるか

を説明させる。 

ひし形を対角線で分

割してできる三角形

の特徴を捉え、筋道

を立てて説明してい

る。【思考・判断・

表現】 
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形も大きさ

も同じ平行四

辺形や台形、

ひし形をしき

つめ、どのよ

うな形になる

かを調べる活

動を通して、

平面のひろが

りやできる模

様の美しさに

気付くことが

できる。【主

体的に学習に

取り組む態

度】 

１．前時までの復習をする。 

・台形は向かい合った 1組の辺が平行な四角形である。 

・平行四辺形は向かい合った２組の辺が平行な四角形である。 

・ひし形は辺の長さが全て等しい四角形である。 

２．問題を把握し、本時の課題をたてる。 

形も大きさも同じ平行四辺形や台形、ひし形をしきつめましょう。 

・平行四辺形を２まいつなげると大きな平行四辺形になったよ。 

四角形をしきつめ、美しいもようをつくろう。 

３．個人追求をする。 

４．グループ交流をする。 

５．全体交流をする。 

６．振り返りをする。 

 

◆仲間と協力しながら四

角形をしきつめられる

ように、床で行う。 

◆それぞれの四角形の特

徴を意識しながら、し

きつめている児童を価

値付ける。 

◆みんながつくった模様

を見合うことで、それ

ぞれの良さを味わうよ

うにする。 

◇合同な平行四辺

形、台形、ひし形

を敷き詰める活動

を楽しみ、平面の

広がりやできる模

様の美しさに気づ

いている。【主体

的に学習に取り組

む態度】 
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たしかめ問

題を解く活動

を通して、本

単元の基本的

な学習内容を

理解している

かを確認し、

それに習熟す

る。【知識・技

能】 

１．前時までの復習をする。 

２．本時の課題をたてる。 

今までの学習を使い、たしかめ問題を解こう。 

３．個人追求をする。 

４．全体交流をする。 

５．本単元の振り返りをする。 

◆作図の問題では、描い

た後に必ず分度器や三

角定規を使って、定義

や性質を確認させる。 

◆速く問題が終わった児

童にプリントを渡した

り、タブレットを使い

問題を解かしたりさせ

ることで、空白の時間

をなくす。 

◆本単元の振り返りで

は、生活のどのような

場面でいかせそうかを

考えさせることによ

り、自主学習に結びつ

くようにさせる。 

◇垂直、平行の意

味や台形、平行四

辺形、ひし形の定

義や性質について

理解している。ま

た、垂直、平行な

直線や、いろいろ

な四角形を作図す

ることができる、

【知識・技能】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時のねらい 

いろいろな四角形を分類する活動を通して、四角形では、平行など、辺の位置関係に着目して仲間分けすることに

気付き、台形と平行四辺形の違いを説明することができる。【思考・判断・表現】 

７．本時の展開（７/１５時間） 

過

程 
学習活動 ◆指導・援助  ◇評価規準 

つ
か
む 

０．前時までの学習を振り返る。 

 

 

 

１ 復習問題として、三角形の仲間分けをする。 

・辺の長さに注目すれば、三角形の仲間分けをできるね。 

２ 問題を把握し、本時の課題を立てる。 

 

 

・違いは四角形を仲間分けすることです。 

 

 

３ 解決の見通しをもつ。 

・辺の長さ（赤）・平行な辺（白） 

◆三角形では、辺の長さで仲間分けしたこ

とを確認する。 

◆既習との違いを問い、四角形を仲間分

けすることを確認する。 

◆前時までの振り返りや復習問題へ立

ち返り、三角形を仲間分けしたときは

辺の長さに注目したこと、平行や垂直

はないかを考えさせることで、児童が

既習内容を生かして解決に向かえる

ようにする。 

◆自分の立場を明確にするために、赤白

帽子を使う。 

次のあ～かの四角形を仲間分けしよう。 

四角形の仲間分けのしかたを考えよう。 

２本の平行な直線のはばは、どこでも等しくなっている。 

２本の平行な直線は、どこまでのばしても交わらない。 

 

 



 

考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
め
る 

 
 
 
 

ま
と
め
る 

 
 
 

４ 個人追究をする。 

【辺の長さ】 

あ、う、お、かの四角形は

等しい辺の長さが１組も

ありません。 

い、えの四角形は等しい長

さの辺が２組あります。 

【平行な辺】 

う、おの四角形は平行な辺が１組も

ありません。 

あ、かの四角形は平行な辺が１組あ

ります。 

い、えの四角形は平行な辺が２組あ

ります。 

５ グループ交流をする。（目的：考えたくさん） 

６ 全体交流をする。 

○それぞれのグループの考え方とさくらさんやゆいさんの共通

点を考える。 

・さくらさんの考えは、辺の長さに注目して分けています。 

・ゆいさんの考えは、平行な辺に注目して分けています。 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

７ 平行四辺形と台形の定義を確認する。 

・向かい合った１組の辺が平行な四角形を、台形という。 

・向かい合った２組の辺が平行な四角形を平行四辺形という。 

 

◆１つの視点で仲間分けが終わった児

童には、違う視点で仲間分けできない

かを考えさせる。そのために、違う色

をかぶった帽子の児童に話を聞きに

いかせるようにする。 

◆タブレットを使い、交流することで、

仲間の考えを記録し、自分の意見と比

べやすくする。 

◆グループ交流をすることで、多様な考

えに触れる機会を設ける。 

 
 

 

 

 

 

◆さくらさんやゆいさんの考え方を解

釈させることで、四角形を仲間分けす

る時は、平行などに着目したらよいこ

とに気づかせる。 

◆四角形を仲間分けする時には、三角形

とは違う視点で仲間分けできること

をまとめる。 

確
か
め
る 

８ 練習問題をペアで解く。（目的：考えかんぺき） 

・鉛筆問題２を解く。 

・神経衰弱を行う。 

９ 本時の振り返りを行う。 

・１つ目は台形である。わけは、向かい合っている１組の辺が

平行だから。 

・２つ目は平行四辺形である。わけは、向かい合っている２組

の辺が平行だから。 

◆全員が正しく根拠をもとに説明でき

ているかを見届ける。 

◇評価規準【思考・判断・表現】 

 四角形を辺の位置関係に着目して分類

し、平行四辺形と台形の違いを説明する

ことができる。 

 

◇人権教育の視点（認識力） 

既習内容をもとに、平行な辺を調べ、

四角形を分類することができるよう

にする。 

平行な辺などに注目すると、四角形を仲間分けできる。 


